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本日の内容
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１．会社紹介

２．社会貢献活動方針

３．「岡崎アウトランダーの森」の活動
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１－１．会社概要
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１－２．世界の主要生産・開発拠点

※この他、日本を除き7の国と地域の8拠点で車両を生産 ※この他、日本を除き4カ国4拠点でパワートレインと部品を生産



岡崎市には岡崎製作所（主要生産拠点）、
技術センター（開発拠点）が立地し、
主力製品を開発・生産している
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所在地 ：愛知県岡崎市橋目町字中新切１番地
敷地面積 ：101万平方メートル
従業員数 ：9,000人
主な生産車種：アウトランダーPHEV、アウトランダー、

エクリプス クロス、デリカ D:5

★

工業用水の取水源は、
「矢作川」。

排水は、製作所内の
総合排水処理施設を
経て「鹿乗川（矢作
川水系）」へ。

森の名称となった
「アウトランダー」

の生産拠点

岡崎製作所

１－３．国内の生産・研究開発拠点

【岡崎製作所】



Traffic safety 
交通安全

Environment 
環境

People 
人

Society 
地域社会 電動車を活用した防災訓練

岡崎アウトランダーの森

クルマの学校

体験授業プログラム

私たちは「STEP『地域社会(Society)』『交通安全(Traffic safety)』
『環境(Environment)』『人(People)』」の分野で、
多様化する社会の課題に応えるため、従業員ひとりひとりの持つ技術や
ノウハウ・製品を活用した継続的な社会貢献に取り組むことで、
よりよい未来を描くことができる社会をめざします。
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よりよい未来を描くことができる社会をめざして

２－１．社会貢献活動方針



２－２．マテリアリティ

「持続可能な社会」の実現と「当社の持続的成長」のために特定した
マテリアリティ（重要課題）
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森林保全活動は、2050年を見据えた中長期の取り組みの方向性と目標を定めた
「環境計画パッケージ」に繋がる活動である
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２－３．環境計画パッケージ
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岡崎アウトランダーの森岡崎アウトランダーの森

３．岡崎アウトランダーの森
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３－１．活動の目的・背景

＜森林保全活動連携協定 締結式 ＞
左から、西日本三菱社長 五十嵐（当時）、

岡崎市 中根市長（当時）、三菱自動車社長 加藤

岡崎市と「カーボンニュートラル社会の
実現に向けた連携協定」を締結
2020年3月に「2050年に市域の温室効果ガス排出量
ゼロの達成を目指すこと」を表明した岡崎市との連
携強化を目的に締結。

岡崎市と「森林保全活動連携協定」を締結
「カーボンニュートラル社会の実現に向けた連携協
定」の一環として、市内の約50.7haの森林を『岡崎
アウトランダーの森』と命名し、岡崎市と連携協力
しながら保全活動や中山間地域の活性化に取り組む。

カーボンニュートラル社会の実現を目指す当社としても、事業所立地自治体と連携した
取り組みは、非常に意義深い活動である
「岡崎アウトランダーの森」近隣には、岡崎市の水源の約半数を占める「男川」が流れ、
水循環に資する活動につながる

2022年 6月

2023年 3月



2022.6 2023.1 2023.3 2023.5 2024.3 2024.9 2025.3

「カーボンニュートラル社会の
実現に向けた連携協定」締結

社員公募により「岡崎アウト
ランダーの森」名称決定

「森林保全活動連携協定」
締結

看板の除幕式を開催

第１回活動
（間伐体験）

第２回活動
（植樹）

第4回活動
（植樹）

第３回活動
（下刈り・作業路づくり）

３－２．活動開始～現在
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３－３．社員参加による活動の様子（植樹・下刈り）
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